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嚢嘉襲饗離農業土木学農業土木学諾紫描詰嵩 詰鸞龍三物≒謹醍輩輩馨 iを方申わ資だ・さらに，深く勉学を志す者のためには，大学院修士課程が準備されており，将来，博士課程の設置を計画中であります。 
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四
月
二
日
、
東
京
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
盛
会
に
開
催
さ

れ
た
。
関
東
〈
静
岡
以
北
）
に
は
、

約
二
百
名
の
同
窓
生
が
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
で
き
る
で
け
多
数
の
参
加
を

得
る
た
め
に
と
、
農
芸
化
学
会
御
出

席
予
定
の
諸
先
生
の
御
名
前
を
出
欠

ハ
ガ
キ
に
予
告
し
た
成
果
か
、
五
十

六
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
先
生
方
十

二
名
・
学
生
三
名
を
加
え
七
十
一
名

に
達
し
、
会
場
が
狭
く
感
じ
ら
れ
た

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
長
瀬
会
長
の
あ
い

さ
つ
、
熊
沢
先
生
の
農
学
部
状
況
と

「
生
物
資
源
学
部
」
発
足
の
経
過
の

紹
介
の
あ
と
二
時
間
に
わ
た
り
歓
談

が
続
い
た
。

三
十
四
回
生
卒
ま
で
達
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
先
輩
・
後
輩
と
い
っ
て

も
な
か
な
か
接
点
を
見
出
せ
ず
の
状

況
も
出
始
め
て
き
た
た
め
、
少
し
は

プ
ラ
ス
に
な
ろ
う
と
今
回
、
当
番
の

嵩
生
は
考
え
て
、
蒼
か
　
富

を
二
学
年
（
次
、
1
3
回
生
と
2
5
回
生
）

と
す
る
こ
と
を
提
案
し
認
め
ら
れ

た。

ア
ル
コ
ー
ル
が
進
む
に
つ
れ
て
伴

奏
の
無
い
カ
ラ
オ
ケ
も
入
り
、
先
生

も
囲
ん
で
の
笑
声
が
最
後
ま
で
続
い

た
。
記
念
写
真
は
、
出
席
者
多
く
、

十
一
回
生
を
く
ぎ
り
に
二
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
オ
ン
に
至

っ
た
に
ぎ
や
か
を
一
瞬
で
あ
っ
た
。

最
後
に
校
歌
、
応
援
歌
を
大
声
で
歌

い
会
は
終
っ
た
。

（
十
二
回
生
　
奥
村
憲
記
）

号72第

三
重
県
支
部
だ
よ
り
，
，
，
，

山
本
会
長
ら
新
役
員
決
ま
る

七
月
二
十
五
日
、
三
翠
三
重
県
支

部
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
役

員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
就

任
さ
れ
ま
し
た
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
の
程
お
願

い
し
ま
す
。

三
翠
三
重
県
支
部
連
絡
協
議
会
役
員

会
　
長
　
山
本
　
哲
夫
（
農
学
代
表

農
望

副
会
長
　
白
井
　
裕
〈
土
木
　
多

士
拳
萩
原
　
治
（
林
学
　
ク

林20）
佐
々
木
敏
雄
（
化
学
　
ク

化2）

化
学
よ
り
の
幹
事

鈴
木
幸
郎
（
化
3
）
∵
近
塵
炭
坑

大
2
）
、
古
市
幸
生
〈
化
大
蓑

化
学
よ
り
の
理
事

渡
辺
和
巳
（
化
1
）
、
島
杯
事
英
（
化

1
）
、
中
川
潔
彦
（
化
2
）
、
奥
田

孝
夫
〈
化
3
）
、
薮
本
　
義
雄
（
化

大4）

化
学
よ
り
の
評
議
員

庄
山
孝
義
（
化
1
）
、
今
西
　
勝
（
化

1
）
、
若
林
長
生
〈
化
1
）
、
清
水

利
一
（
化
大
1
）
、
福
田
　
映
（
化

大
1
）
、
渋
谷
　
明
（
化
大
4
）
、

高
橋
孝
雄
（
化
大
6
）
、
今
井

滋
（
化
大
9
）
、
池
山
祥
久
（
化

強
に
よ
る
茶
園
の
生
産
性
の
向
上

当
試
験
場
（
野
菜
・
茶
試
と
略
す
）

は
昨
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
十
二
月

に
野
菜
試
験
場
（
本
場
、
三
重
県
安

濃
町
）
と
茶
業
試
験
場
（
本
場
、
静

岡
県
榛
原
都
会
各
町
）
が
統
合
、
そ

発
足
し
た
ば
か
り
で
、
よ
う
や
ノ
三
一

ケ
月
程
経
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
野
菜
、

花
き
部
門
に
つ
い
て
は
二
十
五
号

に
、
現
野
菜
・
茶
試
（
本
場
）
生
理

生
態
部
輸
送
貯
蔵
研
究
室
長
の
西
條

了
康
氏
（
大
8
）
が
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
金
谷
を
主
に
し

た
茶
業
部
門
の
概
況
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

茶
は
国
民
の
し
好
飲
料
と
し
て
長

い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
が
、
安
政
六

年
（
一
八
五
九
年
）
横
浜
開
港
に
当

っ
て
は
生
糸
と
と
も
に
輸
出
品
の
先

駆
と
な
っ
た
。
明
治
に
入
っ
て
そ
の

生
産
と
輸
出
は
い
ず
れ
も
急
激
に
増

加
し
、
明
治
二
十
九
年
に
茶
業
試
験

場
の
前
身
で
あ
る
製
茶
試
験
所
が
東

京
西
ヶ
原
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
茶

業
の
発
展
に
伴
っ
て
変
遷
し
、
大
正

八
年
に
現
在
の
金
谷
町
に
茶
業
試
験

場
と
し
て
独
立
し
た
。
戦
後
、
昭
和

二
十
六
年
に
東
海
近
畿
農
業
試
験
場

茶
業
部
と
な
っ
た
が
、
昭
和
三
十
六

年
九
州
農
業
試
験
場
の
茶
業
部
と
合

併
し
て
、
再
び
茶
業
試
験
場
及
び
枕

崎
支
場
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
農
業

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
行
政
改

革
に
よ
り
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月

を
も
っ
て
野
菜
・
茶
業
試
験
場
と
な

った。と
こ
ろ
で
、
野
菜
・
茶
試
（
金
谷
）

は
近
く
に
大
井
川
の
流
れ
る
牧
之
原

台
地
（
海
抜
二
百
二
メ
ー
ト
ル
）
の

北
部
に
あ
り
、
茶
業
部
門
を
総
括
す

る
茶
業
研
究
官
〈
一
名
）
、
総
務
分

室
と
企
画
連
絡
室
の
一
部
分
及
び
茶

栽
培
部
、
茶
利
用
加
工
部
の
二
部
か

ら
な
っ
て
い
る
。
茶
栽
培
部
の
中
に

一
科
、
七
研
究
室
が
、
茶
利
用
加
工

部
に
は
四
研
究
室
が
あ
り
、
職
員
の

総
数
は
六
十
二
名
で
こ
の
う
ち
研
究

職
は
三
十
九
名
で
あ
る
。
な
お
、
九

州
の
枕
崎
に
は
、
総
務
分
室
と
三
研

究
室
が
あ
り
今
は
久
脅
米
支
場
に
含

ま
れ
て
い
る
が
、
職
員
は
十
人
名
で

う
ち
研
究
職
は
人
名
で
あ
る
。

土
地
は
、
圃
場
、
建
物
敷
地
、
そ

の
他
を
含
め
て
、
金
谷
九
・
人
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
枕
崎
十
二
・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
り
、
昭
和
六
十
年
度
（
茶
業

試
験
場
）
の
予
算
は
七
・
三
億
円
（
う

ち
人
件
費
五
・
二
億
円
）
で
あ
る
。

金
谷
で
は
、
茶
の
品
種
育
成
、
栽

培
、
製
茶
を
一
貫
し
て
茶
業
発
展
の

た
め
の
技
術
開
発
を
行
っ
て
お
り
、

主
な
研
究
問
題
と
研
究
課
題
と
し
て

は
次
の
も
の
が
あ
る
。

一
、
超
多
収
・
良
質
品
種
の
育
成

と
新
育
種
技
術
の
開
発
　
遺
伝
資

源
の
導
入
と
新
育
種
素
材
の
作
出
。

重
要
形
質
の
遺
伝
解
析
と
育
種
年
限

の
短
縮
。
新
品
種
の
育
成
。

二
、
茶
樹
の
物
質
生
産
機
能
の
増

大
望
、
杉
崎
　
護
〈
化
大
望
、

広
瀬
和
久
（
化
大
2
0
）

な
お
当
支
部
の
役
員
は
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
支
部
活
動
に
つ
い
て

各
員
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
重
県
支
部
役
員

支
部
長
　
佐
々
木
敏
雄
（
化
2
）

副
支
部
長
（
北
勢
）
倉
田
三
郎
（
化
1
）

ク
　
（
中
勢
）
今
井
滋
（
化
大
9
）

ク
　
（
南
勢
）
市
川
　
淳
（
化
3
）

茶
樹
の
物
質
生
産
機
能
の
解
明
。
茶

樹
の
生
産
性
向
上
技
術
の
開
発
。

三
、
茶
の
商
品
性
向
上
技
術
の
開

発
　
製
茶
技
術
の
改
良
。
茶
の
品

質
評
価
法
の
改
良
・
開
発
。

四
、
新
製
品
の
開
発
並
び
に
茶
の

有
用
成
分
の
利
用
　
新
製
品
の
開

発
。
茶
の
有
用
成
分
の
利
用
・
開
発
。

五
、
茶
の
高
位
生
産
技
術
体
系
の

確
立
　
茶
園
の
土
地
生
産
性
の
向

上
。
病
害
虫
の
総
合
防
除
技
術
の
確

立
。
製
茶
工
場
に
お
け
る
生
産
性
の

向
上
。
茶
の
高
位
生
産
技
術
の
体
系

レ
L
O

と
こ
ろ
で
、
金
谷
で
の
三
翠
会
員

は
現
在
四
名
で
す
が
、
三
名
は
農
学

科
出
身
の
方
々
で
す
。

最
後
に
お
茶
の
宣
伝
を
兼
ね
、
こ

の
数
年
の
茶
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
二
、
三
記
し
ま
す
。

ま
ず
、
昭
和
五
十
六
年
に
国
立
遺

伝
学
研
究
所
の
賀
田
部
長
が
、
緑
茶

や
紅
茶
中
に
強
い
活
性
を
有
す
る
抗

突
然
変
異
因
子
を
検
出
し
、
学
会
で

も
発
表
さ
れ
て
話
題
に
な
っ
た
。
ま

た
、
昭
和
五
十
四
、
五
年
頃
か
ら
ウ

ー
ロ
ン
茶
（
半
発
酵
茶
）
を
飲
む
と

や
せ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
ブ
ー
ム
に

な
り
、
昭
和
五
十
六
年
に
伊
藤
園
か

ら
缶
入
り
ウ
ー
ロ
ン
茶
が
最
初
に
発

売
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
手
の
サ
ン
ト

リ
ー
が
缶
入
り
ウ
ー
ロ
ン
茶
に
乗
り

出
し
て
か
ら
全
国
に
行
き
渡
っ
た
（
）

現
在
で
は
、
煎
茶
を
含
め
た
そ
の
他

の
缶
ド
リ
ン
ク
や
各
種
の
イ
ン
ス
タ

ン
ト
テ
ィ
ー
等
も
各
社
か
ら
市
販
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
十

二
月
に
一
部
の
週
刊
誌
に
も
載
っ
た

よ
う
に
、
当
試
験
場
の
津
志
田
主
任

研
究
員
が
血
圧
降
下
作
用
を
強
め
た

茶
（
ギ
ヤ
バ
ロ
ン
茶
）
を
開
発
し
、

今
年
の
一
番
茶
か
ら
民
間
で
製
造
さ

れ
、
商
品
化
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
有
効
成
分
は
γ
ア
ミ
ノ
酪
酸

（
G
A
B
A
）
で
、
以
前
か
ら
動
物

実
験
で
血
圧
降
下
作
用
が
確
か
め
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
つ
い
最
近
、
今

年
の
二
月
六
日
に
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
と
お
り
、
農
水
省
が
富
山
医
科
薬

科
大
学
に
研
究
を
委
託
し
て
い
た
抗

糖
尿
病
成
分
が
、
森
田
教
授
に
よ
り

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
以
前
か
ら
抹
茶

が
糖
尿
病
に
効
く
事
は
判
っ
て
お

り
、
今
回
明
ら
か
に
さ
れ
た
主
成
分

は
あ
る
種
の
水
溶
性
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ

イ
ド
の
様
で
あ
る
。

お
茶
は
古
く
か
ら
保
健
飲
料
と
し

て
愛
用
さ
れ
て
き
た
が
、
次
々
と
科

学
的
な
解
明
が
な
さ
れ
て
き
て
い

る
。
お
茶
と
い
う
と
、
一
般
に
古
く

さ
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う

で
あ
る
が
、
茶
は
古
く
て
新
し
い
飲

物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

大
三
同
窓
会
開
く

7
月
4
・
5
日
　
知
多
に
て

闇
雲
明
男

名
古
屋
在
住
の
伊
佐
、
石
川
両
君

の
お
骨
折
り
で
久
し
振
り
の
同
窓
会

を
七
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
魚

の
旨
い
知
多
で
開
催
し
ま
し
た
。

3
5
年
も
昔
、
ク
ラ
ス
担
任
を
し
て

下
さ
っ
た
奈
良
先
生
に
も
ご
出
席
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
勢
1
5
名
。
昭
和
5
0
年
の
卒
業
。

戦
後
が
漸
く
終
わ
っ
た
と
は
言
え
高

度
成
長
期
の
前
で
不
景
気
、
就
職
難

の
厳
し
い
時
代
で
し
た
。
よ
ん
ど
こ

ろ
な
く
そ
の
後
転
職
し
、
苦
労
し
た

同
窓
も
大
勢
お
り
ま
す
。

往
年
の
美
少
年
、
美
少
女
も
白
髪

が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
し
ぶ
と
で

卒
業
の
2
9
名
全
員
一
線
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
卒
業
の
頃
の
常
識
で
は
5
5
才
ち
ょ

う
ど
今
頃
定
年
を
迎
え
る
所
で
し

た
。
出
席
メ
ン
バ
ー
の
元
気
さ
を
見

れ
ば
ま
だ
ま
だ
若
い
人
た
ち
に
任
し

て
い
け
そ
う
で
す
。

四
日
夜
か
ら
の
麻
雀
組
、
五
日
早

朝
か
ら
の
舟
釣
り
組
。
悪
童
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
思
い
出
や
現

況
に
話
題
の
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

五
日
昼
食
後
、
記
念
撮
影
を
行
い
、

再
会
を
約
し
て
別
れ
ま
し
た
。

出
席
メ
ン
バ
ー
は

前
列
左
よ
り
坂
野
、
内
藤
、
伊
藤
、

奈
良
先
生
、
清
水
、
河
合
、
後
列
右

よ
り
伊
佐
、
奥
野
、
今
村
、
中
西
、

田
中
大
作
、
田
中
秀
志
、
闇
雲
、
石

川
で
す
。
東
京
よ
り
参
加
の
青
木
君

と
岡
田
君
は
所
用
の
為
五
日
午
前
中

に
引
き
あ
げ
ま
し
た
。
　
　
　
一

「
こ
う
よ
り
」
へ
の
投
稿
の
お
願
い

農
芸
化
学
科
の
教
官
、
卒
業
生
、

在
学
生
を
結
ぶ
機
関
紙
「
こ
う
よ

り
」
三
十
二
号
を
発
行
す
べ
く
、

今
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

在
学
生
に
と
っ
て
は
、
各
界
で

ご
活
躍
の
先
輩
方
か
ら
の
お
便
り

が
将
来
を
決
め
る
大
き
な
指
針
と

な
り
ま
す
。
皆
様
方
の
近
況
、
在

学
中
の
思
い
出
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

解
説
、
エ
ッ
セ
イ
等
何
で
も
結
構

で
す
か
ら
、
数
多
く
ご
投
稿
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
の
致
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
こ
う
よ
り
」
を

育
て
て
い
く
た
め
に
、
先
輩
方
の

御
助
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒
≡
田
津
市
上
浜
町
一
五
一
五

三
重
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科

こ
う
よ
り
編
集
委
員
会
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